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カニクイザルの�
顕微授精に成功�

緊 急
レ ポ

ー ト
�世界2例目�

滋賀医科大学医学部附属動物実験施設の鳥居隆三助教授は、

近畿大学生物理工学研究所・同生物理工学部の入谷明教授、細井美彦助教授とともに、

顕微授精によるカニクイザルの妊娠、出産に成功した。

共同研究グループでは、1998年にすでに体外受精―胚移植法によって、

ニホンザルで妊娠・出産に成功しているが、

顕微授精によるヒト以外の霊長類の出産は国内初である。

世界でも一昨年のアメリカのオレゴン霊長類研究所での

成功例（アカゲザル）に続き２例目で、鳥居助教授は

「困難とされてきた霊長類の顕微授精と初期胚の体外培養法を確立できた」と指摘する。

この成果は１月にアメリカで開かれる第27回国際胚移植学会で報告される。

鳥居隆三　助教授
（滋賀医科大学医学部
附属動物実験施設）

入谷　明　教授
（近畿大学生物理工学研究所・

同生物理工学部）



鳥
居
助
教
授
ら
は
、
複
数
の
メ
ス

の
カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
か
ら
腹
腔
鏡
と
針
を

使
っ
て
卵
子
を
取
り
出
し
、
そ
の
中

か
ら
状
態
の
い
い
も
の
を
選
ん
で
、
マ

イ
ク
ロ
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
操
作
し

て
直
接
精
子
を
注
入
し
て
で
き
た
受

精
胚
を
培
養
液
に
入
れ
、
培
養
器
の

中
で
約
１
日
培
養
し
た
も
の
を
、
３

歳
か
ら
６
歳
の
メ
ス
６
頭
の
卵
管
に

移
植
し
た
。
７
月
に
そ
の
中
の
１
頭

（
５
歳
）
が
妊
娠
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
、
妊
娠
期
間
１
６
３
日
で
、
昨
年

11
月
18
日
に
誕
生
し
た
健
康
な
オ
ス

の
ベ
ビ
ー
が
、
順
調
に
育
っ
て
い
る
。

カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
は
ニ
ホ
ン
ザ
ル
や
ア

カ
ゲ
ザ
ル
と
同
じ
マ
カ
カ
属
の
霊
長
類

で
、
実
験
動
物
の
中
で
も
ヒ
ト
へ
の

近
似
度
が
高
く
、
わ
が
国
で
は
医
学
・

薬
学
研
究
に
最
も
多
く
利
用
さ
れ
る

霊
長
類
で
あ
る
。
今
後
は
、
輸
入
に

頼
っ
て
い
た
実
験
用
の
サ
ル
を
、
国

内
で
計
画
的
な
室
内
で
の
人
工
繁
殖

が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

顕
微
授
精
は
、
微
細
な
ガ
ラ
ス
管

で
精
子
を
卵
子
細
胞
質
内
に
注
入
し

て
授
精
さ
せ
る
技
術
で
、
精
子
が
１

個
で
も
、
ま
た
死
ん
だ
動
物
か
ら
採

取
し
た
動
か
な
い
精
子
で
も
授
精
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ヒ
ト
で
は
不
妊

治
療
と
し
て
す
で
に
実
用
化
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
霊
長
類

の
顕
微
授
精
で
は
、
培
養
段
階
で
の

胚
の
発
生
が
進
ま
ず
死
ん
で
し
ま
う

例
が
多
か
っ
た
。

今
回
は
培
養
液
を
工
夫
し
た
ほ
か
、

培
養
条
件
を
サ
ル
の
体
内
に
近
い
酸

素
５
％
、
二
酸
化
炭
素
５
％
、
窒
素

90
％
の
組
成
に
し
た
り
、
温
度
を
サ

ル
の
体
温
近
く
に
設
定
す
る
な
ど
、
体

内
に
近
い
温
度
や
酸
素
濃
度
に
し
て
、

体
外
培
養
の
成
功
率
を
80
％
以
上
に

高
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

顕微授精法�
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顕
微
授
精
で
健
康
な

ベ
ビ
ー
が
誕
生

FLASH

カニクイザルの胚の発生�

採取された成熟卵子�

初期の胚盤胞期胚�
胚盤胞期胚�

2 細胞期胚�

顕
微
授
精�

受精した胚�
（２前核２極体）�

4細胞期胚�

（顕微授精から７～９日）�

桑実胚�

子宮への着床直前の�
胚盤胞期胚�



今
回
の
成
果
の
意
義
に
つ
い
て
、
鳥

居
助
教
授
は
以
下
の
点
を
あ
げ
て
い

る
。

１．

ヒ
ト
再
生
医
学
の
基
礎
研
究
に

欠
か
せ
な
い
霊
長
類
の
発
生
工
学
、
特

に
通
常
の
体
外
受
精
系
に
加
え
て
顕

微
授
精
に
よ
る
初
期
胚
の
生
産
、
胚

培
養
、
胚
盤
胞
期
胚
の
生
産
、
培
養

胚
の
移
植
に
よ
る
初
生
子
の
出
産
に

ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
こ
と
で
、
霊
長
類
に

お
け
る
一
連
の
初
期
発
生
系
が
確
立

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

2．

こ
れ
に
よ
っ
て
、
室
内
で
の
計
画

人
工
繁
殖
法
が
よ
り
現
実
的
な
段
階

に
入
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

3．

昨
年
９
月

に
共
同
研
究
の

一
環
と
し
て
、

こ
の
系
で
生
産

さ
れ
た
胚
盤
胞

期
胚
を
使
っ

て
、
胚
性
幹
細
胞
株

（E
S
C
ell
L
in
e

）
を
樹
立
し
た
こ
と

を
公
表
し
て
い
る
が
、
今
後
、
こ
の
顕

微
授
精
技
術
は
Ｅ
Ｓ
細
胞
を
使
っ
た

再
生
医
学
分
野
の
研
究
に
常
時
貢
献

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

4．

顕
微
授
精
で
は
、
精
子
の
運
動

性
は
も
ち
ろ
ん
、
尾
部
が
な
く
て
も
人

工
的
に
卵
子
に
直
接
注
入
で
き
る
こ

と
か
ら
、
精
子
頭
部
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
さ
え

正
常
で
あ
れ
ば
、
卵
子
を
授
精
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
技
術
は
死
亡

し
た
動
物
か
ら
採
取
し
た
死
滅
精
子

を
使
っ
て
も
受
精
卵
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
霊
長
類
を
は
じ
め
と
し

て
多
く
の
希
少
種
の
保
護
、
増
殖
に

利
用
で
き
る
。
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希
少
種
の
保
護
・
増
殖

の
可
能
性
を
拓
く

FLASH

受精確認�

（体外受精法）� （顕微授精法）�

TALP

媒精�

CMRL-1066

顕微授精�

精子�

PVP

卵子�

BWW

ヒアルロニダーゼ�
で裸化�

約５時間�

約２４時間�約２０時間�

精子�
Caffein と C-AMPで�

活性化�

前培養�
37℃, 2-4 時間�
5%CO2

前培養�
37℃, 2-4 時間�
5%CO2

TALP

CMRL-1066

体外受精�

成熟卵子�

2-12細胞期胚　桑実胚　胚盤胞期胚�

２前核２極体�

TALP

卵子の採取�
（10%SSS／α-MEM）�

38℃ ， 5%CO2�
5%O2 , 90%N2

サルの体外受精法、顕微授精法と体外培養法�

顕微授精―胚移植によるベビー誕生
（カニクイザル：出産後20日目の親子）平成12年12月8日撮影
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顕
微
授
精
、
体
外
受
精
、
顕
微
操
作

な
ど
の
発
生
工
学
分
野
の
技
術
は
、
霊

長
類
で
は
こ
れ
ま
で
十
分
な
成
果
が
得

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
飼

育
・
管
理
、
採
卵
、
受
精
、
受
精
後
の

胚
の
体
外
培
養
、
胚
移
植
技
術
な
ど
が

難
し
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

今
回
の
出
産
は
、
作
ら
れ
た
授
精
胚

の
正
常
性
と
移
植
技
術
の
完
成
を
裏
付

け
る
も
の
で
、
６
頭
に
移
植
し
て
、
１

頭
が
出
産
に
成
功
し
た
こ
と
は
、
オ
レ

ゴ
ン
霊
長
類
研
究
所
で
の
成
功
例
と
比

べ
て
飛
躍
的
に
確
実
性
が
向
上
し
て
お

り
、
鳥
居
助
教
授
に
よ
る
と
「
今
後
１

０
０
％
に
近
付
け
る
こ
と
も
不
可
能
で

は
な
い
」
と
い
う
。

成
功
例
が
増
え
、
安
定
し
た
技
術
と

し
て
確
立
さ
れ
れ
ば
、
ゴ
リ
ラ
や
オ
ラ

ン
ウ
ー
タ
ン
な
ど
の
希
少
種
の
人
工
繁

殖
に
も
新
た
な
展
開
が
期
待
で
き
る
ほ

か
、「
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
、
ア
マ

ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
な
ど
の
霊
長
類
以
外

に
も
応
用
で
き
る
」
と
鳥
居
助
教
授
。

さ
ら
に
同
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
神

経
細
胞
や
肝
臓
組
織
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

細
胞
、
組
織
に
な
る
胚
性
幹
細
胞
（
Ｅ

Ｓ
細
胞
）
の
開
発
に
も
成
功
し
て
い
る

が
、
さ
ら
に
今
回
の
顕
微
授
精
技
術
が

加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ク
ロ
ー
ン
技

術
の
確
立
に
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
に
な

り
、
遺
伝
子
を
人
為
的
に
操
作
し
た
サ

ル
を
作
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

サルの体外受精、顕微授精、体外培養と胚移植法の流れ�

ホルモン投与による卵巣刺激� 採卵�

成熟卵子�

未成熟卵子�

体外受精�

受精確認�

体外培養� 体外培養�

卵管内胚移植�

体外培養�

凍結保存�
精子�

受精確認�未受精卵子�

胚盤胞期胚�

ES細胞の分離と樹立�

ベビー誕生�

顕微授精�


